
◎早寝早起き、朝食をとる、排便をするなど、良い生活習

慣を身につけましょう。

◎持ち物には、すべて名前をご記入ください。

◎動きやすい服装・靴にしましょう。

　　　・ひっかかりが少ない服　　　・体や足のサイズに合ったもの

毎朝必ず健康観察をお願いします

１　睡眠…………睡眠は十分ですか？　機嫌は良いですか？

２　顔色、食欲…顔色は良いですか？ ご飯はいつもと変わらないですか？

３　肌のようす…ブツブツが出ていませんか？

４　全体…だるそうにしていませんか？　下痢、便秘をしていませんか？

子どもたちは新しい環境や緊張のため、疲れが出やすくなり

ます。普段と様子が違う場合、登園時に声をかけてください。

お子たちが安心して楽しい保育園生活を送れますように、

下記のことに配慮していただきますようお願いいたします。

５(水)　調理保育(らいおん)

13(木)　音楽指導(幼児)

14(金)　チューリップ畑(くま・らいおん)

17～21　身体測定

17(月)　体育指導(幼児)

17(月)　職員研修

19(水)　避難訓練

26(水)　春の健診(2～5歳児)

28(金)　春の健診(0～1歳児)

28(金)　こどもの日(誕生会)

28(金)　職員会議

5月の予定
８～12　身体測定

11(木)　音楽指導(幼児)

12(金)　懇談会・保育参加(らいおん)

16(火)　懇談会・保育参加(くま)

18(木)　避難訓練

22(月)　体育指導(幼児)

24(水)　調理保育(くま)

25(木)　懇談会(ひよこ)

29～5/2 　職場体験(羽2)

30(火)　懇談会(ぺんぎん)

　２０２２年度らいおん組 保護者の

皆様から図鑑１４冊を卒園記念品と

していただきました。大事に使わせ

ていただきます。

保育園ホール横の壁にあ

る「時計ボード」は卒園製

作として卒園児さんがつ

くってくれたものです。

太陽の子保育園　2023年４月号

４月の園だより

　桜の花が満開の中、太陽の子保育園の一年がスター
トしました。今年度も保育目標である「丈夫な身体と豊
かな心を育てる」を合い言葉に、子ども達一人ひとりに寄
り添いながら保育をしていきたいと思っています。
　新入園のお子さんは新しい環境でとまどいがあると
思いますが、一日でも早く保育園が安心できる場所とな
るよう、保育者との信頼関係を築いていきたいと思いま
す。在園児のお子さんも「ひとつ上のクラスになった」と
いう思いで少し頑張りすぎてしまい、疲れがでたり、不
安定になったりすることがあります。そのような子ども達
の気持ちをしっかりと受け止め、進級が成長につながる
よう、きめ細やかな配慮をしながら保育をしていきたいと
思います。そのためにも、ご家庭と保育園が連携をとって
いくことが大切ですので、お子さんに変化等が見られま
したら遠慮なく職員にお伝えいただければと思います。 

不要になった古タオルが

ありましたら、

保育園までお持ち

いただけると助かります

昨年度、古タオル寄贈をお願いし

た際には多くの方よりご協力いた

だきありがとうございます。今回

また雑巾用のタオルが足りなく

なってきましたのでお願いをさせ

ていただきます。もし不要な古タ

オルがありましたら担任までお渡

しいただけると助かります。

親中心でもなく、

子ども中心でもなく

わが子との関係づくりは、他人との関係づくりと同じ。

他人とお互いを尊重しあう関係づくりをするように努

力していると、わが子とも同じ関係をつくることがで

きるでしょう。

互いに尊重しあえる関係を

　上の二つの関係は正反対のように見え

ますが、実は支配か服従という点で共通

しています。子どもを“王様”にしてし

まう人は、反対に自分も“王様”になり

やすく、極端から極端（支配するか、服

従するか）という、不安定な親子関係が

できあがりが右です。

　子どもは意思と感情がある一人の人間。

そして親も意思と感情がある一人の人間。

「あなたも大切　私も大切」というちょう

どいい関係を見つけられるといいですね。

親と子といえども、お互いの思いや要求は異なります。どちらか

がいつも我慢ではない、ちょうどいい関係を探してみましょう。

「子育て支援　ひだまり通信」高山静子著 (チャイルド本社 )より




